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01 金融機関に感謝状を贈呈しました

　当協会では、中小企業・小規模事業者の発展に向け、積極的に信用保証を活用いただいた金融機関および金融機関店舗に
対して感謝の意を表するため、毎年感謝状を贈呈しています。
　本年度は令和7年度の実績に基づき、次のとおり感謝状を贈呈しました。 ※ 贈呈基準は、令和7年5月号の保証時報に掲載しています。

金融機関1 令和7年度末において以下のいずれの条件も満たす金融機関が対象
・ 保証債務残高が100億円以上かつ対前年比が全体の平均以上
・ 保証債務残高のある顧客数が1,000先以上
・ 代位弁済率が全国平均以下

播州信用金庫

（右） 播州信用金庫 和田理事長
（左） 当協会理事長 遠藤

[ 特別感謝金融機関 ] [ 感謝金融機関 ]

西兵庫信用金庫

日新信用金庫

金融機関店舗2

中兵庫信用金庫

神戸信用金庫

淡路信用金庫

播州信用金庫

兵庫信用金庫

播州信用金庫

日新信用金庫

みなと銀行

兵庫信用金庫

神戸北支店

西鈴蘭台支店

神戸支店

三宮北支店

御旅支店

六甲道支店

伊川谷支店

板宿支店

藤原台支店

[ 感謝店舗 ]

[ 特別感謝店舗 ]
但馬銀行 箕谷支店

畑本 支店長

神戸事務所管内

播州信用金庫

播州信用金庫

播州信用金庫

播州信用金庫

尼崎信用金庫

尼崎信用金庫

尼崎信用金庫

北おおさか信用金庫

尼崎信用金庫

塚口支店

立花支店

宝塚支店

伊丹支店

三田支店

今津支店

上ヶ原支店

尼崎西支店

鳴尾支店

[ 感謝店舗 ]

[ 特別感謝店舗 ]
播州信用金庫 西宮北支店

菅 支店長

阪神事務所管内

兵庫信用金庫

播州信用金庫

播州信用金庫

播州信用金庫

播州信用金庫

阿波銀行

兵庫信用金庫

みなと銀行

みなと銀行

御津支店

船場支店

網干支店

赤穂支店

駅前支店

姫路支店

飾磨支店

飾磨支店

赤穂支店

[ 感謝店舗 ]

[ 特別感謝店舗 ]
みなと銀行 相生支店

酒井 支店長

姫路事務所管内

令和7年度末において保証債務残高が10億円以上かつ対前年比
が全体の平均以上で、代位弁済率が全国平均以下の店舗

神戸・阪神・姫路
事務所管内
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特別部門3

[ 特別感謝店舗 ]
但馬信用金庫 日高支店

新澤 支店長

但馬支所管内

但馬銀行

但馬信用金庫

山東支店

山東支店

[ 感謝店舗 ]

[ 特別感謝店舗 ]
徳島大正銀行 洲本支店

遠藤 支店長

淡路支所管内

淡路信用金庫

淡路信用金庫

富島支店

福良支店

[ 感謝店舗 ]

[ 特別感謝店舗 ]
播州信用金庫 小野支店

水内 支店長

西脇支所管内

播州信用金庫

中兵庫信用金庫

播州信用金庫

日新信用金庫

三木支店

三木支店

北条支店

緑が丘支店

[ 感謝店舗 ]
播州信用金庫

播州信用金庫

播州信用金庫

但馬銀行

高砂支店

伊保支店

加古川支店

加古川支店

[ 感謝店舗 ]

[ 特別感謝店舗 ]
但馬銀行 魚住支店

後藤 支店長

加古川支所管内

令和7年度末において保証債務残高が3億円以上かつ対前年比が全体の平均以上で、代位
弁済率が全国平均以下の店舗

但馬・淡路・西脇・加古川
支所管内

創業・再チャレンジ支援

尼崎信用金庫[ 特別感謝 ]

姫路信用金庫[ 感　　謝 ]

但陽信用金庫[ 感　　謝 ]

[  1  ]

SDGs促進

姫路信用金庫[ 特別感謝 ]

みなと銀行[ 感　　謝 ]

兵庫県信用組合[ 感　　謝 ]

[  2  ]

経営者保証を不要とする保証

但馬銀行[ 特別感謝 ]

尼崎信用金庫[ 感　　謝 ]

みなと銀行[ 感　　謝 ]

[  3  ]

協調支援

但馬銀行[ 特別感謝 ]

播州信用金庫[ 感　　謝 ]

尼崎信用金庫[ 感　　謝 ]

[  4  ]

　積極的に信用保証を活用してい
ただきありがとうございました。
　引き続き中小企業・小規模事業者
の皆さまへの資金繰り支援・経営支
援にご協力をお願い申し上げます。
　今年度の感謝状の贈呈基準の
詳細については、下記ＱＲコードか
らご確認いただけます。

感謝状の贈呈基準の

詳細について

● 「創業・再チャレンジ支援」「SDGs促進」
　  項目ごとに対象となる保証商品などにつき保証承諾件数が上位3位の金融機関

● 「経営者保証を不要とする保証」「協調支援」
　  項目ごとに対象となる保証制度などにつき保証承諾件数が上位5位のうち金融機関ごとの総保証承諾件数※ 
　  に対する構成比が高い上位3位の金融機関
※ 「経営者保証を不要とする保証」は法人のみ
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02 建築物木材利用促進協定の締結について

　当協会は、持続可能な社会の実現に向けた取組として、2026年3月に
兵庫県と「建築物木材利用促進協定」を締結いたしました。今後、2027
年完成予定の淡路支所の新築移転をはじめ、県内各事務所・支所の整
備において兵庫県産木材を積極的に活用してまいります。
　併せて、中小企業・小規模事業者をはじめ利用者の方々に兵庫県産
木材の良さを広くPRするとともに、2050年カーボンニュートラルの実現
やSDGsの達成に向け、各種取組を着実に進めてまいります。

03 SDGs支援保証「ステップ」のご案内

次のいずれかに該当する方

特 長

● SDGs推進企業

① 兵庫県が実施する「ひょうご産業SDGs 推進宣言事業」において、
　 SDGs推進宣言が登録されている方

② 兵庫県内の市町が実施するSDGs宣言登録制度に登録されている方

● グローバル人材活躍企業（外国人の雇用環境の整備に取り組む企業）

③ 兵庫県が実施する「ひょうごグローバル人材活躍企業宣言制度」において、
　 「ひょうごグローバル人材活躍宣言企業」として登録されている方

④ 兵庫県が実施する「ひょうごグローバル人材活躍企業認定制度」において、
　 「ひょうごグローバル人材活躍認定企業」の認定を受けている方

対象となる方

令和8年4月
から追加！

保証料率が

平均20％割引
保証期間が

最長15年
他の保証付融資の

借換が可能

保証制度の
概要はこちら

（右） 兵庫県農林水産部 菅村部長
（左） 当協会理事長 遠藤
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04 創業期や事業承継期でも、経営者保証を不要とできる場合があります

　当協会では、創業時のスムーズな資金調達や円滑な事業承継を後押しするため、経営者保証を不要とする制度を推進しています。

当協会の創業支援の詳細、
創業準備相談窓口はこちらから

☎ 078-393-3912

当協会の事業承継支援の詳細、
事業承継相談窓口はこちらから

☎ 078-393-3962

このようなお悩みはありませんか？ 当協会にご相談ください！

0 2

自分の店を出したい。でも経営者になるなら、
自分の貯金や財産も犠牲にしないといけないのかなぁ

0 1

「スタートアップ創出促進保証制度」
を利用すれば、

経営者保証が不要となります！

息子に継がせたい。でも、会社の借入金の
個人保証もあるし言い出しづらいなぁ

創業期

事業承継期

「事業承継特別保証制度」や
「経営承継借換関連保証」を

利用すれば、経営者保証が不要となります！

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら



田淵支店長

「イチ推し！ 職員
」

ようこそ当店へ

但馬銀行は、1897年(明治30年)に前身の美含銀行として設立されました。その後、
商号を香住銀行へ変更し、1956年に現在の但馬銀行となりました。浜坂支店が開
設されたのは1938年5月です。開設以来、地域の方に親しんでいただきながら88年
の月日を重ねてまいりました。

貴行と貴店の歴史について教えてください1

浜坂支店があるエリアは、漁業関係に従事する事業者が多く、冬は松葉ガニ、春
はホタルイカなどが捕れることで知られています。特にホタルイカは、日本一の漁
獲量を誇っています。漁業関係に加えて、宿泊業者、製造関連業者など様々な事
業者様がいらっしゃいます。この他、明治時代には縫い針の生産も盛んでしたが、
海外の廉価品に押されて現在は数社が営業を続けておられます。縫い針製造の
技術を活かしてレコード針を製造する事業者もおられ、最近のレトロブームで人
気を集めています。地域の皆様とのつながりを大切にするため、毎年7月に開催
される湯村の夏祭りに参加しています。支店の顧客である食品製造事業者様から
おこわを仕入れ、屋台で約200食販売しています。すぐに売り切れるほど人気と
なっています。

浜坂支店の地域に関することや地域とのつながりを
大切にするために取組んでいることを教えてください2

小売業を営む事業者様から、新たな設備投資についてご相談をいただきました。
しかし既存の借入が多く、新たな融資を受けることが難しい状況であったため、
「経営改善サポート保証」を活用しました。同保証を活用したことで、取引金融機関
における返済期間や返済額の見直しを行うことができ、新たな設備投資も実現で
きました。現在、社長は80代、後継者は50代です。事業承継に向けた準備を進めて
おり、社長は「今年中に事業承継を実現したい」と大変喜んでおられます。

保証協会の融資商品で実現できた企業支援、
経営サポートを教えてください3

いつも元気いっぱいで、

お客様からも愛されて

いる岡野 華実さんを紹
介します。

生まれ育った浜坂が大好きで、「地元に貢献したい」とい

う思いで但馬銀行に入行しました。現在、個人取引担当と

して、お客様のご相談に対応しています。相談内容は資産

運用、定期預金、個人ローン、年金業務などで、内容が幅

広いため勉強が欠かせません。お客様の中には「相談し

たいことはあるけれど伝え方がわからない」とおっしゃる

方もおられます。相談に的確に対応することはもちろん

ですが、その前に、お客様の気持ちや要望を上手に引き

出す力が必要と感じています。そんな私の楽しみは、地域の

特色に触れながら非日常感を味わ

える旅行です。これからも上手に

リフレッシュをしながら、お客様

に喜んでいただけるよう頑張り

たいと思います。

但馬銀行 浜坂支店

支店長　田淵 智也  様

〒669-6702 美方郡新温泉町浜坂1236-1
☎ 0796-82-1032

但馬銀行 浜坂支店

かさね

浜坂支店

岡野 華実 様
かさね
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兵庫県の風景を描いた芸術作品と作者を紹介する「ひょうご・芸術散歩」。
今回は、猪名川町の里山を描いた「猪名川町槻並風景」と
作者の小松 益喜画伯を紹介します。

都会の喧噪に背を向け黙々と。

「猪名川町槻並風景」
画家として活動を始めた頃に、神戸で暮らし始めた小松 
益喜画伯は、神戸に点在する異人館や兵庫の里山を精
力的に描いた画家です。小松画伯が描いた猪名川町
は、都市部へのアクセスが抜群でありながら、「兵庫の
誇り」で紹介されているように里山も残されています。小
松画伯が「猪名川町槻並風景」を描いたのは1984年、
世の中がバブル景気に沸いていた頃のことでした。藪の
向こうに見えるのは、かやぶきの家屋でしょうか。都会
の喧噪とは無縁の里山の風景に魅せられ、黙 と々筆を
動かす小松画伯の気迫も感じさせる作品です。

大野山で空の神秘に触れる

猪名川天文台アストロピア

町の歴史に触れ豊かな自然を満喫

猪名川町立ふるさと館

阪神エリアでトップクラスの標高
（753ｍ）を誇る大野山の山頂付近に
ある天文台です。50cm反射望遠鏡
による星空観察、10cm望遠鏡によ
る太陽観察やプラネタリウムでの星
の学習ができます。

1990年に開館した、生きた昆虫や標本
に出会える施設です。昆虫をテーマとし
た講座をはじめ、楽しみながら昆虫のこ
とが学べる体験型のイベントやユニーク
な企画展も多数開催しています。休館
日：毎週火曜日 （火曜が祝日の場合は翌
日休）、年末年始、その他臨時休館あり

楽しみながら昆虫に詳しくなれる

猪名川町教育委員会提供

伊丹市昆虫館 廃校をリニューアルした施設で、自
然体験や工作イベントを楽しめま
す。幼児向けのおもちゃや図書室も
あり、ハイキングやドライブの休憩に
も◎子連れからシニアまで多世代に
おすすめスポットです。開館：水～日 
9:00～17:00（月・火・祝休館）

町の歴史をはじめ、昔の人々の暮ら
しを紹介する歴史民俗資料館。農機
具や生活道具をはじめ、昔の教科書
や浄瑠璃、高麗青磁などの資料も紹
介しています。

ノスタルジックな木造校舎で楽しむ里山時間

黒川里山センター

大阪国際空港（伊丹空港）周辺の環境整備事業の
一つとして公園がつくられました。緑豊かな園内には
運動施設、展望台、ウォーターランドがあり、健康づ
くりや憩いの場として人気です。
※土日祝・お盆期間は要予約。

大阪国際空港（伊丹空港）に隣接し
ており、飛び交う飛行機が見応え抜
群の公園です。特に、芝生と石の大
階段「だんだんテラス」がある「大空
の丘」からは空港の滑走路が一望で
きることで人気を集めています。

飛行機の離発着が間近に見られる

伊丹スカイパーク健康づくりと憩いの場として人気

西猪名公園ウォーターランド

「猪名川町槻並風景」 1984年／神戸ゆかりの美術館蔵

高知県土佐郡旭村（現・高知市
旭元町）出身。1925年、東京美術
学校に入学、和田英作教室に学
ぶ。1930年、同校を卒業。同年、
第17回二科展に《雨の止んだ時
の風景》が初入選。1934年、義姉
のいた神戸に住み始め、旧居留
地や異人館を描くようになる。

こまつ・ますき
1904年～2002年

小松  益喜

おおやさん
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　海に囲まれた日本は、どこにいても手軽に魚介類が手
に入る環境に恵まれている。とはいえ、新鮮で活きの良い
魚を食べたときの感動は言葉にできないほどで、卸売市
場の魚屋が一般消費者向けに朝市を開催すると聞けば、
誰もが「行ってみたい」と思うだろう。　
　加古川水産株式会社は、魚介類の卸売と小売の両方を
手がけることで右肩上がりの成長を遂げ、注目を集めてい
る事業者だ。卸売業は深夜2時頃から朝7時まで。7時から
17時までが小売業の時間帯だ。同社の会長を務める柳本 
喜博さんは、毎朝、店頭に立って来客を迎えているという。
　同社の創業は前身の柳本商店で、創業者は柳本さん
の父だ。

「柳本商店は、戦争から帰還した父が1932年に創業をし
ました。大阪で親戚が魚屋を営んでおり、その店で修行
をして加古川に戻り、塩干物の卸売業を始めました。私は
商業高校に進み、柳本商店に入ったのは1959年でした」。
　柳本さんが家業を手伝い始めたこの年、柳本商店は加
古川総合卸売市場に入場した。やがて同市場は、地方卸
売市場の経営体質強化を目的とした「地方卸売市場整
備事業計画」の施行により、入場事業者の合併が求めら
れた。その結果、柳本商店は同市場で営業をしていた松
井魚市場、村井鮮魚店、稲岡鮮魚店と統合し、1973年、加
古川水産株式会社を設立。市場の名称も「加古川市公設
地方卸売市場」になった。

　時は流れ、加古川市公設地方卸売市場の建物の老朽
化が進んだ。関係者が「新築か、建替か」の議論をしてい
た最中、入場していた卸売事業者3社のうち1社が経営不
振に陥った。その後、青果を扱う事業者が倒産し、複数の
事業者が退店することになった。この流れを受けて2020年、
加古川市は再整備不可能と判断し、「2022年3月末閉場」
と告知。加古川水産は、新たな営業の地を求めざるを得
ない状況になり、柳本さんは土地探しに奔走した。
　「出店は、農地や住宅地にはできません。加古川市内の

準工業地か商業地で1000坪の土地を探しましたが、理想
の土地に出会えませんでした。数年後、ようやく800坪の
土地が見つかり、移転のメドが立ちました」。
　柳本さんと他の役員は、土地探しを行うと同時に加古
川水産の新たな展開を考えた。思案の結果、卸売業と
小売業を組み合わせたハイブリッド展開を決定した。
　「卸売市場時代から土曜に朝市を開催し、お客様から
好評を得ていました。この経験を活かそうと考えたわけ
です。そこで卸売事業者で小売を手がけて成功している
事例を探しましたが、見当たりませんでした。失敗したと
いう意味ではなく、そもそも事例がなかったのです」。
　事例はなくとも、卸売業と小売業を兼業すれば客層は
広がり、顧客数は増える。前例がないなら自分たちが前
例になれば良い。迷いはなかった。
　「とはいえ、卸売業と小売業では接客が異なるため、大勢
のお客様が一度に来られた際に対応できるのか心配でし
た。そこで土曜の朝市に来てくださっていたお客様にのみ告
知をして、少しずつ口コミで広げていければと考えました」。

　2023年10月1日、加古川水産が新装オープン。同社が
小売営業を行うようになったことはあっという間に広がり、
週末には長蛇の列ができるようになった。
　「店頭に並んでいる魚介類が新鮮で活きが良いのは一
目でわかります。午前11時まで調理のサービスも受けて
おり、これが人気の理由となっています。また、加古川水
産を設立する際に合併した4社は、鮮魚、塩干という扱い
品目に違いがあり、合併したおかげで鮮魚も塩干も扱え
るようになっています。お客様からは『ここに来れば鮮魚
と塩干、冷凍品、調味料も購入できて便利』と喜んでいた
だいています」。
　新店舗での営業は、顧客側だけでなく経営側にもメ
リットがあった。以前は鮮魚部、塩干部の売場と事務所が
分散していたが、新店舗では1階を売場、2階を事務所と
した。事務所を一箇所に集約したことで業務の効率化が
図れたのだ。
　さらに、小売を始めてから営業時間が17時までになった

卸売と小売のハイブリッドで
「東播磨2市2町の魚の台所」として成長を遂げる。
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塩干物の卸売業を営む個人事業者として創業

公設卸売市場の閉場で新たな展開を模索

業界のトップを目指して走り続ける



ため、夜遅くまで営業をしている多数の飲食店の担当者
が魚を仕入れに来るようになり、「仕入れの時間に追われ
ることがなくなった」と喜ばれている。
　「魚離れが言われて久しいですが、業界のトップを目指
せば心配はありません。私たちの目標は、東播磨2市2町、
人口約40万人のための魚の台所になることです。近い

将来、小売の営業時間を20時に延長したいと考えていま
す。これからもお客様に喜んでいただけるよう頑張ってま
いります」。

新店舗開設に伴う資金確保に
信用保証協会を利用

2023年、「伴走支援型特別保証制度」を利用して、新店

舗開設に伴う運転資金を確保しました。卸売市場時代

は加古川市の土地、建物を利用していたため会社の固

定資産がない状態でしたが、加古川水産の可能性を信

じてくださったと感じており、感謝の念でいっぱいです。
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卸売市場時代、土曜の朝市で「マグロの解体ショーと即売
会」を開催していました。新店舗でも月2回、ショーを開催し
ています。マグロの解体に掛かる時間は約20分、その後、刺
身にして販売するとあっという間に完売するほど
の人気イベントです。開催日の告知はSNSで行っ
ており、いつも満員御礼です。

〒675-0024
加古川市尾上町長田111
☎ 079-424-1271

加古川水産株式会社

代表取締役会長

柳本 喜博 氏
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　5月の保証承諾のうち、運転資金は23,217百万円(前年同月比16.7％減)となり、前年同月と比べ下回り、
設備資金は563百万円(同8.3％増）となり、前年同月と比べ上回った。資 金 使 途 別

　5月の業種別保証承諾の状況は、運送・倉庫業1,837百万円（前年同月比52.4％増）で前年同月を上回
り、建設業7,785百万円（同9.1％減）、製造業3,476百万円（同10.8％減）、サービス業3,355百万円（同
17.1％減）、卸売業3,514百万円（同23.8％減）、不動産業1,400百万円（同28.4％減）、小売業2,899百万円
（同28.6％減）、飲食店539百万円（同33.7％減）等で前年同月を下回った。

業 種 別

　5月の金融機関群別保証承諾の状況は、都市銀行373百万円（前年同月比7.2％減）、第二地方銀行
2,528百万円（同12.3％減）、信用金庫19,061百万円（同14.8％減）、地方銀行1,798百万円（同21.0％減）、
信用組合1,116百万円（同22.4％減）で前年同月を下回った。

金融機関群別

保証承諾 （前年比較）
（単位：百万円）

　5月の保証承諾は1,596件（前年同月比13.0％減）、24,877百万円（同15.3％減）となり、前年同月と比
べ、件数で239件、金額で4,486百万円下回った。
　また、保証申込は1,736件（同12.5％減）、28,140百万円（同10.5％減）となり、前年同月と比べ、件数、
金額ともに下回った。

1 保証承諾

保 証 状 況月5令和 8 年

保 証 申 込

保 証 承 諾

保証債務残高

代位弁済（元利）

件　数 金　額前年比 前年比 件　数 金　額前年比 前年比

（単位：件、百万円、%）

当 月 中 当 期 中

実際回収（元損）

1,736

1,596

－

164

－

87.5

87.0

－

107.2

－

28,140

24,877

－

2,246

412

89.5

84.7

－

142.1

77.1

3,480

3,176

125,449

316

－

92.9

93.2

100.0

99.4

－

53,919

48,790

1,553,562

4,074

1,194

93.1

93.6

94.7

107.5

91.4

40,000

30,000

50,000

20,000

10,000
令和7年 令和8年

1月

25,604

22,513

令和7年 令和8年

2月

26,69226,378

令和6年 令和7年

12月

39,161

35,163

令和6年 令和7年

11月

26,221
28,293

令和7年 令和8年

3月

42,347

36,909

令和7年 令和8年

5月

24,877

29,363

令和7年 令和8年

4月

23,91322,747
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（単位：百万円）
保証債務残高 （前年比較）

　5月末の保証債務残高は、125,449件（前年同月比0.02％増）、1,553,562百万円（同5.3％減）となり、
前年同月と比べ、件数は上回り、金額は下回った。

2 保証債務残高

（単位：百万円）事故報告受付 （前年比較）

　5月の事故報告受付は、264件（前年同月比5.0％減）、2,783百万円（同15.3％減）となり、前年同月と
比べ、件数は14件下回り、金額は504百万円下回った。
　事故報告残高については、5月末で1,227件（同10.7％減）、13,483百万円（同15.3％減）となり、前年
同月と比べ、件数、金額ともに下回った。

3 事故報告

（単位：百万円）
代位弁済 （前年比較）

　5月の代位弁済は、164件（前年同月比7.2％増）、2,246百万円（同42.1％増）となり、前年同月と比べ、
件数は11件上回り、金額は665百万円上回った。

4 代位弁済
（元利）

1,800,000

1,400,000

1,600,000

1,200,000

1,000,000
令和7年 令和8年

5月

1,553,562

1,639,787

令和7年 令和8年

4月

1,566,060

1,649,468

令和7年 令和8年

2月

1,578,644

1,659,213

令和7年 令和8年

1月

1,588,821

1,667,702

令和6年 令和7年

12月

1,596,767

1,677,187

令和6年 令和7年

11月

1,600,092
1,680,245

令和7年 令和8年

3月

1,574,954

1,658,232

0

2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500

1,000
500

1,500

5,000

令和7年 令和8年

5月

3,286

2,783

令和7年 令和8年

4月

3,281
2,802

令和7年 令和8年

2月

3,211

2,381

令和7年 令和8年

1月

3,571

2,794

令和6年 令和7年

12月

2,433

3,324

令和6年 令和7年

11月

2,165 2,208

令和7年 令和8年

3月

4,713

3,308

0

500

1,000

1,500

3,000

2,500

2,000

令和7年 令和8年 

5月

1,581

2,246

令和7年 令和8年 

4月

2,207
1,827

令和7年 令和8年 

2月

2,184
2,488

令和7年 令和8年 

1月

2,584

2,072

令和6年 令和7年 

12月

2,600

1,734

令和6年 令和7年 

11月

1,863

2,483

令和7年 令和8年 

3月

1,941 1,971
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信用保証をご利用できる方
以下①～④のいずれにも該当している事業者の方が信用保証をご利用できます。

業種・営業形態などにより、ご利用いただけない場合もございます。
詳しくは、当協会窓口までお問い合わせください。

①資本金または従業員数のいずれかが、右表の企業基準に該当していること。
　特定非営利活動法人（NPO法人）の場合は、従業員数（製造業等：300人以下、卸売業・サー
ビス業：100人以下、小売業・飲食業：50人以下）が該当していること。
②個人の場合は、兵庫県内に住居、事務所または営業所を有し、事業を営んでいること。
　法人の場合は、兵庫県内に本店または事業所を有し、事業を営んでいること。
③許認可等を必要とする事業の場合は、当該事業に係る許認可等を申込人名義で
　受けていること。
④事業上必要とする運転資金または設備資金であること。

暴力団等の反社会的勢力とは取引いたしません。 
第三者が介在・介入する申込はお断りします。

兵庫県信用保証協会のネットワーク

788

みずほ銀行

姫路女学院高校

県姫路総合庁舎

本　　　所： （代表）

神戸事務所：

神戸阪急

法務局・ハローワーク

但馬銀行

県加古川総合庁舎

※1 建設業、運送業、不動産業、旅行業を含みます。
※2 自動車または航空機用タイヤ及びチューブ製造業並びに工業用ベルト製

造業を除きます。

業　種 資本金 従業員数

3億円以下

3億円以下

1億円以下

5,000万円以下

5,000万円以下

5,000万円以下

3億円以下

製造業等 ※1

卸売業
小売業・飲食業
サービス業

医療法人等

ゴム製品製造業 ※2

ソフトウェア業
情報処理サービス業
旅館業

300人以下

900人以下

100人以下

50人以下

100人以下

200人以下

300人以下

300人以下

国家戦略特区において商工業とともに農業を営む方も信用保証をご利用
いただけます。

当協会はサンテレビの情報番組「あんてなサン」の番
組スポンサーをしています

ご希望の方に保証時報を毎月送付いたします（送料は
当協会が負担）。 ご希望の方は総務企画部企画調整課
（☎ 078-393-3922）までお申し出ください。

保証時報の送付について

● 女性企業家の皆さまへ
女性企業家相談窓口 ☎  078-393-3910

 (経営支援部 再生発展支援課内)

● 事業承継をお考えの皆さまへ
事業承継相談窓口 ☎  078-393-3962

 (経営支援部 再生発展支援課内)

● これから事業を開始する皆さまへ
創業準備相談窓口 ☎  078-393-3912

 (経営支援部 再生発展支援課内)

● 事業経営全般に関する相談について
経営サポート相談窓口 ☎  078-393-3969

 (経営支援部 再生発展支援課内)

あんてなサン （サンテレビ）
毎週日曜日／22時～22時30分放送

お客様総合相談室
大 瀧 室 長 TEL 078-393-3905

経営支援部

本所・事務所・支所のお客様総合相談窓口

佐 藤 副 部 長 TEL 078-393-3920

TEL 078-393-3909

TEL 078-393-3915

TEL 06-6411-4133

TEL 079-289-3611

TEL 0796-22-5171

TEL 0799-22-4493

TEL 0795-22-6775

TEL 079-424-1105

按 田 副 所 長

中 元 副 所 長

小 川 次 長

和 田 次 長

兼 田 次 長

奥 田 副 所 長

三 宅 副 所 長
（保証相談一課、二課、三課）

松 田 副 所 長
（調整相談一課、二課）

代位弁済後のご返済等に関する
お客様総合相談窓口

岩 永 副 部 長 TEL 078-393-3914
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